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研究成果の概要（和文）：貧困下において、子どもにおける留守番と問題行動、親の帰宅時間と問題行動、不規
則な睡眠習慣と非認知スキルとして重要なレジリエンス、貧困とソーシャルキャピタルと子どもの問題行動、ソ
ーシャルキャピタルと麻疹のワクチン摂取率、野菜から摂取することの肥満予防効果、親の調理と健康、貧困と
養育態度と虫歯、受動喫煙と脂質代謝異常の関連などを明らかにし、そのいくつかは実際に健康政策として実施
された。原著論文は合計で40本出版することができた。

研究成果の概要（英文）：Current study found that, under poverty, children left home alone showed 
more behavior problems, late parental time at home was also risk for behavior problems, irregular 
sleep time was also associated with resilience, social capital showed protective effect on behavior 
problems and measles vaccination, eating vegetable at first of the meal and home cooking showed 
protective effect on obesity, positive parenting behavior was protective for caries, and passive 
smoking showed harmful effect on dyslipidemia. Some of our findings were used as health program in 
some school. We could publish 40 original articles based on this study.

研究分野： 公衆衛生学、疫学（社会疫学、ライフコース疫学）

キーワード： 子どもの貧困　生活習慣病　メンタルヘルス　ストレス　レジリエンス

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究成果によって、貧困下にあっても、野菜から摂取するなどの子ども自身で取りうる行動によって健康への
悪影響を低減できることが示されたことから、貧困による子どもの不健康、そしてさらに成人後の貧困という悪
循環を断ち切るための政策提言につながった。そして実際に学校において実行可能な健康政策として落とし込ま
れ実施に至った。今後その効果についての検証が望まれるところである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
日本における子どもの貧困は 1985 年の 10.9％から 2012 年の 16.3％と増加傾向にあり、世界保
健機関（WHO, 2008）が指摘する通り、貧困状態にある子どもの健康、学力、発達への影響が
懸念されている。しかし、その実態および媒介要因は明らかとはいえない。それ故に、子ども期
の貧困→不健康・学力低下→成人期の貧困、という連鎖を断ち切れないでいる。 
貧困の対策には長い時間と国家的な経済政策によらなければならないが、時間がかかり、容易に
解決するものではない。しかし、社会格差と子どもの健康を仲介する要因がわかれば、その関連
を絶つ対策を打ち出すことができる。そして実際に、足立区から要請されている。そこで、子ど
もの貧困と健康に関する媒介要因を明らかにし、その要因にターゲットにした介入政策が必要
である。 
これらの媒介要因として親の喫煙等の有害物質への曝露、微量栄養素の不足、遺伝性、虐待的養
育などが考えられる。貧困の連鎖を断ち切るためには、これらのうち、修正可能な媒介要因を明
らかにし、その対策を実施することが必要である。なぜなら、遺伝性の要因や虐待的養育、親の
喫煙等の有害物質曝露については修正が困難で、対策の仕様がない。一方、栄養状態については
保育園や幼稚園、学校での給食等で介入可能であるし、非認知能力についても教育的な介入が可
能である。 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は、その悉皆調査を前向きに追跡し健康状態を評価し、修正可能な要因である
栄養状態および非認知能力などが媒介しているという仮説を検証することで、現在足立区
で実施している子どもの貧困対策の効果評価を行いながら、根拠に基づく効果的な子ども
の貧困対策プログラムを開発することである。 
 
 
３．研究の方法 
 
平成 27 年度から令和 2 年度まで足立区との共同調査として実施している小学校 1 年生の全
数を対象とした「子どもの健康・生活実態調査」を継続して縦断的に小 2、小 4、小 6 まで
追跡調査した。また一部のサンプルを追跡し、詳細な食事調査、非認知能力を測る心理テス
ト、バイオマーカーとして血圧・心拍変動（自律神経バランスを測定）、採血による糖尿病
等の評価を行った。具体的には、足立区の全小学校において、区政および教育委員会との共
同調査として、小 2 への質問紙による悉皆調査を行った(N=5300)。質問紙の配布・回収は
学校ベースで実施した。質問紙には、貧困の実態（世帯年収、生活保護や児童扶養手当等の
補助、夫婦の教育歴、婚姻状況、外国籍等、経済的理由による必需品の所有困難経験の有無、
さらにライフラインの支払い困難経験の有無、関係性の貧困としての社会的ネットワーク
や社会的サポート状態）、健康指標（問題行動（Strength and Difficulty Questionnaire 
(SDQ)で把握）、ワクチン接種状況、事故、入院歴、喘息既往等）、食事の摂取状況（朝食の
内容、夕食における孤食、野菜摂取状況）、非認知能力（レジリエンスを Devereux Student 
Strengths Assessment（DESSA）により評価）を調査した。同時に、親の健康状態（BMI、
喫煙・飲酒、既往歴等）についても調査した。この調査を小４、小６においても縦断的に実
施した。さらに、比較のために、小２調査を実施した年に同時に小４・小６・中２において
も調査も実施した。そしてその学年を追跡した。中２については、学校で行われる採血検査
とデータをリンクさせた。また、足立区の子どもの貧困対策の効果検証をするために、学年
を固定して、小 1 および中 2 において、悉皆調査を実施し、同学年における経年的な変化
を検証した。さらに、中２以降においても高２の時点で同意を得た上で追跡調査を実施し、
様々な心理テスト、口腔内検査、採血、脳 MRI 検査等を実施した。 
 
 
 
４．研究成果 
 
これまでの足立区における「子どもの健康・生活実態調査」の解析結果は全て足立区と共有し、
そ の 成 果 は 足 立 区 の ホ ー ム ペ ー ジ に 掲 載 さ れ て い る 
（ https://www.city.adachi.tokyo.jp/kokoro/fukushi-kenko/kenko/kodomo-kenko-
chosa.html）。そのいくつかの例を言えば、貧困下において、子どもにおける留守番と問題行動、
親の帰宅時間と問題行動、不規則な睡眠習慣と非認知スキルとして重要なレジリエンス、貧困と
ソーシャルキャピタルと子どもの問題行動、ソーシャルキャピタルと麻疹のワクチン摂取率、野



菜から摂取することの肥満予防効果、親の調理と健康、貧困と養育態度と虫歯、受動喫煙と脂質
代謝異常の関連などを明らかにした。 
そして、野菜から食べる、規則正しく寝る、朝食を食べる、1 日 30 分以上の運動をする、を実
施するための自己記入式パッケージを開発し、実際に健康プログラムとして足立区の学校にお
いて実施された。さらに、その後、歯磨きの登校しぶり予防効果が判明し、歯磨き習慣を加えた。
原著論文は合計で 40本出版することができた。 
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